様式第４号（第９条関係） 

　　　　年　　月　　日

鳥取県知事　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業・団体名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名　　　　　　　　　　　　印

　　年度鳥取県中小企業調査・研究開発支援補助金（　　　　　　型）進捗状況報告書
　　年　　月　　日付第　　　　　　　　号で交付決定を受けた事業について、　年　月　日現在の進捗状況を、鳥取県中小企業調査・研究開発支援補助金交付要綱第９条第　項の規定により、別紙のとおり報告します。

別紙（様式第４号）
１　補助事業の進捗状況

	補助金等の名称
	年度鳥取県中小企業調査・研究開発支援補助金

	研究開発テーマ
	

	事業内容
	①実施した内容

②事業成果（　　年　月　日現在）

③今後の予定




（注）実施した内容について簡潔に記載すること。

２　予算の執行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円)

	
	算定基準額
	交付決定額

	交付決定
	
	

	前年度までの実績
	
	

	本年度の実績
	
	

	今後の執行予定
	
	


（注）１　実績報告書の収支決算書に準じた明細（任意の様式で可）を添付すること。

　　　２　不要な欄は削除すること。

様式第２号－１（第５条、第８条、第１１条関係）
鳥取県中小企業調査・研究開発支援補助金収支予算(決算)書

＜調査支援型・研究開発支援型（研究開発／産学共同プロジェクト）＞
１　収入の部

　　　　　　　（単位：円）

	
	金　額
	備　考

	自己資金
	
	

	借　入　金
	
	資金の調達先：

	補　助　金
	
	補助金上限・補助対象経費下限に注意（千円未満切捨）

	そ　の　他
	
	

	合　　　計
	
	補助事業に要する経費の合計と一致すること


２　支出の部

　　　　　　　（単位：円）

	経費区分
	内　　　容

（名称、単価、数量を記載、委託費は委託先住所を記載）
	補助事業に

要する経費
	補助対象

経費
	備　考

	○○○費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	○○○費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	○○○費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	その他の経費
	○○○費
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	○○○費
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	


（注）１　複数年度にまたがる場合は、年度ごとの資金計画を添付すること。（様式は任意）

２　県外企業に発注する委託費があるときは、県外発注理由書にその理由を記載すること。（補助金交付申請、変更申請時のみ）

 様式第４号（第９条関係） 
令和〇年１０月○日
鳥取県知事　平井伸治　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒680-8570
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　鳥取市東町一丁目220
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業・団体名　○○工業株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名　代表取締役　鳥取太郎　　　印
令和〇年度年度鳥取県中小企業調査・研究開発支援補助金（○○型）進捗状況報告書
令和○年○月○日付第○○○○号で交付決定を受けた事業の進捗状況について、令和○年９月３０日現在の進捗状況を、鳥取県中小企業調査・研究開発支援補助金交付要綱第９条第１項の規定により、別紙のとおり報告します。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（以下「別紙」）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（別紙）
１　補助事業の進捗状況

	補助金等の名称
	令和○年度鳥取県中小企業調査・研究開発支援補助金

	研究開発テーマ
	○○○○（交付申請書に記入した研究テーマを記入）

	事業内容
	①実施した内容

○○○○
②事業成果（令和○年９月３０日現在）

○○○○
③今後の予定

○○○○


（注）実施した内容について簡潔に記載すること。

２　予算の執行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円)

	
	算定基準額
	交付決定額

	交付決定
	　　　　　　　　○○○○（A）

（交付決定通知の「算定基準額」を転写）
	○○○○（B）

（交付決定通知の「交付決定額」を転写）

	前年度までの実績
	　　　　　○○○○（C）

（前年度までに支払った補助対象経費の合計額を記入。前年度に補助事業を実施していなければゼロ円。）
	○○○○（D）
（前年度までに振り込まれた補助金の合計額を記入。これまで補助金を振り込まれていなければゼロ円。）

	本年度の実績
	○○○○（E）

（今年度９月３０日までに実際に支払った補助対象経費の額を記入）
	○○○○（F）

（E×補助率。ただし、D＋ＦがBを超えていれば、Ｄ＋Ｆ＝ＢとなるようＦの値を減額。概算払い額は記入しない。）

	今後の執行予定
	○○○○
（A－C－E）
	○○○○
（B－D－F）


（注）１　実績報告書の収支決算書に準じた明細（任意の様式で可）を添付すること。

　　　２　不要な欄は削除すること。
第４号（第９条関係） 

令和○年４月○日

鳥取県知事　平井伸治　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒680-8570

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　鳥取市東町一丁目220
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業・団体名　○○工業株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名　代表取締役　鳥取太郎　　　印
令和○年度鳥取県中小企業調査・研究開発支援補助金（○○型）進捗状況報告書
令和○年○月○日付第○○○○号で交付決定を受けた事業の進捗状況について、令和○年３月３１日現在の進捗状況を、鳥取県中小企業調査・研究開発支援補助金交付要綱第９条第２項の規定により、別紙のとおり報告します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（以下２枚目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（別紙）

１　補助事業の進捗状況

	補助金等の名称
	令和○年度鳥取県中小企業調査・研究開発支援補助金

	研究開発テーマ
	○○○○（交付申請書に記入した研究テーマを記入）

	事業内容
	①実施した内容

○○○○
②事業成果（令和○年３月３１日現在）

○○○○
③今後の予定

○○○○


（注）実施した内容について簡潔に記載すること。
２　予算の執行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円)

	
	算定基準額
	交付決定額

	交付決定
	　　　　　　　　○○○○（A）

（交付決定通知の「算定基準額」を転写）
	○○○○（B）

（交付決定通知の「交付決定額」を転写）

	前年度までの実績
	　　　　　○○○○（C）

（前年度までに支払った補助対象経費の合計額を記入。前年度に補助事業を実施していなければゼロ円。）
	○○○○（D）
（前年度までに振り込まれた補助金の合計額を記入。これまで補助金を振り込まれていなければゼロ円。）

	本年度の実績
	○○○○（E）

（今年度に実際に支払った補助対象経費の額を記入。支払が無ければゼロ円。）
	○○○○（F）

（E×補助率。ただし、D＋ＦがBを超えていれば、Ｄ＋Ｆ＝ＢとなるようＦの値を減額。概算払い額は記入しない。）

	今後の執行予定
	○○○○
（A－C－E）
	○○○○
（B－D－F）


（注）１　実績報告書の収支決算書に準じた明細（任意の様式で可）を添付すること。

　　　　　２　不要な欄は削除すること。
様式第２号－１（第５条、第８条、第１１条関係）
鳥取県中小企業調査・研究開発支援補助金収支予算(決算)書

＜調査支援型・研究開発支援型（研究開発／産学共同プロジェクト）＞
１　収入の部

　　　　　　　（単位：円）

	
	金　　　額
	資金の調達先

	自己資金
	○○○○
	

	借　入　金
	○○○○
	

	補　助　金
	○○○○（１枚目のＦと一致すること）
	

	そ　の　他
	○○○○
	

	合　　　計
	○○○○（Gと一致すること）
	


２　支出の部

　　　（単位：円）

	経費区分
	内　　　容

（名称、単価、数量を記載、委託費は委託先住所を記載）
	補 助 事 業 に

要 す る 経 費
	補助対象

経費
	備　考

	○○○費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	○○○費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	○○○費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	その他の経費
	○○○費
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	○○○費
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合計
	
	○○○○（G）
	○○○○（E）

（Gから消費税相当額を除いた額。Gの値が既に消費税抜き額であれば本欄も同額を記入。１枚目のEと一致すること。）
	


（注）１　複数年度にまたがる場合は、年度ごとの資金計画を添付すること。（様式は任意）

２　県外企業に発注する委託費があるときは、県外発注理由書にその理由を記載すること。（補助金交付申請、変更申請時のみ）
本様式はエクセルファイルで作成されて構いません。





１枚目、２枚目記入例：１０月報告用（締切：１０月１５日）


実際に提出するときは、コメントや注記を削除してください（以下同じ）。





１枚目、２枚目記入例：４月報告用（締切：４月１５日）





３枚目記入例：１０月・４月報告用共通


１枚目の「本年度の実績」欄がゼロ円のときは提出不要です。





自己資金＋借入金＋補助金＋その他＝補助事業に要する経費の合計となること。借入金等該当ない項目は「０」を記入。





１枚目の表のＥの金額の内訳です。書き方は交付申請書と同じです。








